








【要約】鳥取県において B型肝炎母子感染防止処置の健康保険給付対象移管後の実施状況

を調査するためのシステムを構築した。1995 年 4 月から 1996 年 9 月までに HBs 抗原検査

受検者数 8,312 例、うち HBs抗原陽性 140 例(1.7%)であった。鳥取県下産科・小児科施設

へのアンケートにより同時期に HBs 抗原陽性妊婦から出生した児 166 例が報告された。症

例数の差は里帰り分娩等の県内外への移動が主な理由と考えられた。HBe 抗原陽性妊婦は

49 例(30%)、HBe 抗原陰性妊婦は 115 例(69%)、不明が 2例(1%)であった。出生直後の HBIG

未施行例が 3例、HBe抗原陰性妊婦から出生した児で HB ワクチン拒否が 1例と不来院が 1

例認められており、更なる啓蒙活動が必要と考えられた。


